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中央地域センター管内人口 176,366人（男 80,083人 女 96,283人） 世帯数 93,024 〔平成30年10月末日現在）

日本大学工学部建築学科4年生の荒木千春さんは「斜面地での生活における課題を解決する役割を持たせた建物」

という卒業研究の調査地として長崎市を選びました。「斜面地での暮らしぶりについて生の声を聞きたい」との要

望を受け、中央地域センターから各分野で活躍されている方々をご紹介しました。

荒木さんは「空き家の活用について」「坂のまちでの生活について」「地域のつながりについて」など、様々な

内容についてインタビュー。併せて周辺を探索し、坂のまち長崎を実感。「インターネットだけではわからない話

をたくさん聞くことができ、訪れてよかった!」と今回の調査に手ごたえを感じていました。

≪つながる「まち」と「ひと」≫vol.2
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長崎市中央地域センター

地域支援室（まちづくり支援係）発行

長崎市桜町２番２２号 ℡８２９－１４１８

※「さくらまち通信」は、原則、中央地域センター管内の小学校区へ配布しております。

大学生
斜面地で

暮らす方々

～卒業研究を通した「まち」と「ひと」のつながりをご紹介～

調査を通して荒木さんは「地域のつながりが強く

残っていてすごい！」と長崎の魅力を強く感じた

ようでした。

荒木さんのように、長崎のまちに興味を持つ若い

方が増えるといいですね。

お鍋が美味しい季節となりました。2018年もあと少しですね。

中央地域センターから地域の情報をお届けします！！

南山手町にある空き家を改装した「つくる邸」にて地

域に根ざした活動を行う岩本さん。

空き家の活用について、とても興味深い話が伺えたよ

うでした。また、地域の夏祭り実行委員を担った話など

も。同じまちづくり分野を学んだ先輩からの話に、荒木

さんの眼差しも真剣そのものでした。

岩本諭さん

（斜面地・空き家活用団体

つくる代表）

荒木千春さん

（日本大学4年生）

≪空き家の活用について≫

長崎ロープウェイの眼下

に広がる、ほとんどが斜面

地地区である稲佐町本二自

治会。

毎年8月に子ども達によ

る地区対抗ラジオ体操大会

を行っているという話には

荒木さんもびっくり！

坂田慎司さん

（稲佐町本二自治会 会長）

≪坂のまちでの生活について（稲佐町）≫

ほとんどの家が階段

上にある大鳥町第三自

治会。

挨拶運動に力を入れ

ているとのことで、荒

木さんの「大鳥町周辺

を1人で探索していた

時に、たくさんの方

が挨拶してくれた理由が分かりました」との言葉に、

場の雰囲気も和やかになりました。

≪坂のまちでの生活について（大鳥町）≫

≪わがまちキラリびと✨≫Vol.3 ～旧外国人居留地の古民家に出会い、地域に溶け込むお店へ～

🌼まちづくり支援係のHPでは、”つながる「まち」と「ひと」vol.2”全文を掲載！荒木さんが調査を通して

長崎の魅力を感じていく様子をぜひご覧ください♪アクセス方法はこちら🌼

浪の平町で地域の方

とつながりを持つ心温

まるお店を経営してい

る本田さん。

お店のシンボルツリ

ーである「ざくろの木」

を通して地域の方とコミュニケーションが生まれてい

るというお話には荒木さんもほっこり。

≪地域のつながりについて≫

本田さなえさん

（紅と香 オーナー）

辻󠄀郷國昭さんと奥様

（大鳥町第三自治会 会長）

まちづくり支援担当の感想

または中央地域 まちづくり 検索



9月27日（木）長崎ケーブルテレビ【なんでんカフェ】にて市役所本館1階に設置している「まちづくりひろば」

について放送していただきました。また11月10日（土）、11日（日）、18日（日）に放送された【週刊あじさ

い】でも地域センターの活動が紹介されました。取材を受ける方の気持ちが少しわかったような･･･?!

なお【週刊あじさい】については長崎市公式YouTubeでも配信しています。

★まちづくり支援係の活動が紹介されました★

浪の平夏祭りにも参加。幅広い

年代の方とたくさん触れ合うこ

とができ、とても楽しい思い出

になったそうです。

「ざくろの家」が自分自身では持つことのできない深み

を与えているように感じます。旧外国人居留地という土

地柄か、地域の方も温かく迎え入れてくれました。

今回は浪の平町で国産紅茶専門店【紅と香(コウトコウ)】を営んでいる本田さなえさんにお話を伺いました。

≪わがまちキラリびと✨≫Vol.3 ～旧外国人居留地の古民家に出会い、地域に溶け込むお店へ～

まちの人と活動していて感じることを伺うと「良かったことしかない！」と本

田さんは答えてくださいました。地域の常連客から教えてもらう話は、どれも浪

の平町だからこそ出会うことができた話だったそうです。例えば、旧外国人居留

地が戦後どのように復興したかといったお話など。

また、お店の入り口には立派なざくろの木があり、古民家にはそこから取った

「ざくろの家」という名が。このざくろの出来具合を地域の方も気にしており、

実がついたら配ることもあるそう。ここからも地域とのつながりが生まれていま

す。

中央地域 まちづくり 検索 または

🌼まちづくり支援係のHPでは”わがまちキラリびとvol.3”全文を掲載！「ざくろの家」との出会いや本田さんの

今後の夢など、素敵なエピソード満載の記事をぜひご覧ください♪アクセス方法はこちら🌼

淵地区ふれあいセンターまつり

（平成30年10月20日）

上長崎地区ふれあいセンターまつり

（平成30年10月28日）

小島地区ふれあいセンターまつり

（平成30年10月27日～28日）

仁田・佐古地区ふれあいセンターまつり

（平成30年10月28日）

桜馬場地区ふれあいセンターまつり

（平成30年11月4日）

小江原地区ふれあいセンターまつり

（平成30年11月11日）

≪イベントパーク≫ ～管内のふれあいセンターで開催された「ふれあいセンターまつり」をご紹介～

🌼まちづくり支援係のHPでは、上記以外にもイベント情報を掲載！アクセス方法はこちら🌼

または中央地域 まちづくり 検索


